
主目的 3 12 1

副目的

款 項 目 大 中

○

無

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

正職員

その他職員

国・県支出金

0

2,886

0.00

対前年比

子育て支援課

子育て支援係

担当部

担当課

担当係

事業類型

次世代育成支援対策行動計画を推進する

一般会計

268

Ｈ22決算額

1541,035

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.05

1,303

0

0

422

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

422

2,886

45.1

1,303

その他財源

0

一般財源

0
財
源

事業番号

次世代育成支援対策行動計画推進事業
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健康福祉部

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

会計区分 一般

平成１７年度 平成２６年度～事業期間

名称：

次世代育成支援対策推進法

7 1

地域住民組織

総合計画
分野別計

画

予算区分 3 2

保健福祉

根拠法令・個別計画

子育て支援

3

市が直接実施・運営

平成20年度に市民アンケートを実施し、その結果などを踏まえ、平成21年度に後期計画
を策定した。
市民代表を始めとする次世代育成支援対策行動計画推進委員会を組織し、子どもと全
ての家庭を支援するための138事業について、単年度ごとに進捗状況の管理を行い、随
時、計画の見直しを行う。
平成22年度は、本計画に基づき、企画の段階から市民ボランティアが参加する、子育て
支援ガイドブックの作成を行った。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

子育てを社会全体で支援することの必要性を認識し、行政、家庭、学校、地域社会、企
業等が協働し次世代育成支援の取組を推進し、子どもたちの健やかな成長を図る。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

一部又は全部委託

実施・運営
方法

従事者数

人件費

従事者数

0.05

00

0.000.00

2681,609

費
用

0

直接経費 1,277

費用合計

0.30

人件費



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

H21

回

回

判　　　定

4 1

H22

H23H22

2

2

H23

2

66 67

4

2 2

H21

-

2

業
　
　
　
　
績

％
成
果
指
標

「小牧市は子どもが健やかに成長
できるまち」と思う市民の割合

活
動
指
標

活動指標名

推進委員会開催数

庁内部会開催数

事業目的の
達成状況

庁内部会を2回、市民が委員として参加している推進委員会を1回開催した。
子育てを社会全体で支援することの必要性を認識し、行政、家庭、学校、地域社会、企
業等が協働し、進捗状況の管理、計画の見直しを行い、次世代育成支援推進が図られ
ている。
また、平成22年度は、市民ボランティアに参加してもらい、子育て支援ガイドブックを作
成した。

65

71

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

事業を毎年継続的に実施していく.
なお、計画、進捗状況を市民へもっと周知していくため、ＨＰの掲載を行う。

小牧市として、子どもに関する方針を決める重要な計画であり、市が中心となって進め
ていく必要がある。進捗状況や計画など、単年度ごとに点検している。庁内部会（内
部）、推進委員会（外部）の点検、意見を反映している。
　ただし、計画、進捗状況を市民へもっと周知していく必要がある。

判定理由

市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

各部署との連携がとれなくなり、それぞれ独立で子育て支援事業を行うことになる。これ
により、サービスが重複したり、必要なサービスが不足したりする。
計画的に事業を継続することにより、効果が期待できる事業がある。
次世代を担う子どもの支援が出来なくなる。

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)
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